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る
、
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戦
。
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未来が輝く村づくり
あ 　　 す

“元気な”たまかわ

ごあいさつ

玉川村長 
須釡 泰一

　
玉
川
村
は
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
に
泉
村
と
須
釡
村
の
２
村
合
併
に
よ

り
誕
生
し
、
今
年
、
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
玉

川
村
は
、
ひ
と
え
に
先
人
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
や
玉
川
村
へ
の
深
い
愛

情
と
強
い
想
い
を
持
っ
て
地
域
の
発
展
を
願
い
日
々
尽
力
さ
れ
て
き
た
多

く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
苦
労
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
玉
川
村
は
豊
か
な
自
然
と
優
れ
た
文
化
・
歴
史
・
伝
統
、
そ
し
て
人
々

の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
農
業
を
始
め
と
す
る
産
業
の
発
展
、

教
育
・
福
祉
の
充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
近
年
で
は
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
加

え
、
社
会
的
・
構
造
的
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に
、
自
然
減
対
策
、

社
会
減
対
策
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
閉
校
し
た
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設 

森
の
駅
y
o
dg
e
」
や
阿
武
隈
川
沿
い
の
「
複
合
型
水
辺
施
設
乙
な
駅
た

ま
か
わ
」
な
ど
の
交
流
拠
点
の
整
備
を
始
め
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向

け
、「
す
が
ま
プ
ラ
ザ
住
宅
エ
リ
ア
」
の
分
譲
な
ど
、
多
様
な
施
策
を
推

進
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や

地
域
資
源
の
有
効
活
用
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
未
来
が
輝
く
村
づ
く
り“

元
気
な”

た
ま
か
わ
」
を
目
指
し
、

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
活
か
し
、
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
選
ん
で
良
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
、
よ
り

魅
力
あ
る
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。令

和
７
年
11
月 

あ 

す
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